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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和2年4月2日(2020.4.2)

【公開番号】特開2018-169379(P2018-169379A)
【公開日】平成30年11月1日(2018.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-042
【出願番号】特願2017-94504(P2017-94504)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｃ  15/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｃ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｃ   15/02     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    7/02     　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ    7/00     　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｃ   15/00     １０３Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月14日(2020.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　本実施の形態におけるレーザー光の出射角度の調整方法について説明する。まず、締結
部材２７を緩める。２個の第１調整部材２８１、２８２をそれぞれ照射装置３０の内側へ
向かって押し込むことにより、光源ホルダ２２は、コリメートレンズ２３の光軸に直交す
る方向に平行移動する。２個の第２調整部材２８３、２８４をそれぞれ照射装置３０の内
側へ向かって押し込むことにより、光源ホルダ２２は、第２方向に平行移動する。第２方
向とは、コリメートレンズ２３の光軸に直交する方向であって、第１調整部材２８１、２
８２により移動可能な方向とは異なる方向である。第１円柱軸線と第２円柱軸線とが直交
している本実施形態においては、第１方向と第２方向は直交している。コリメートレンズ
２３から出射する光束の反射部材４５に対する角度は、光源ホルダ２２の移動に対応して
２方向に変化する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　前記第１方向と前記第２方向とは直交している、請求項５に記載の照射装置。
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